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第1回検討会の意見に関する報告

○ 2043年の世界航空旅客数は、 約80億人まで増加する予測。

（国際航空運送協会（IATA）より）

1（IATA 「Global Outlook For Air Transport」June 2024より）

（10億人）

80億人

※ IATAの地域別予測では、
ｱｼﾞｱ太平洋ｴﾘｱが、最も
成長が大きい地域；
27.5億人増 （年平均 +5.3%）

2023～2043年で
41.5億人増 ※

（年平均 +3.8%）

2023

１. 世界の航空旅客需要の見通し
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２. 日本の観光戦略

第1回検討会の意見に関する報告

（国土交通省 令和6年7月 「第24回 観光立国推進閣僚会議」 配布資料より）

○ 訪日外国人旅行者数 6,000万人・消費額 15兆円を、2030年政府目標に設定。

・旅行者数 ： 直近の伸び率で推移すれば、目標達成も視野に入る状況。

・消 費 額 ： 直近の伸び率で推移し、さらに高付加価値化と泊数増加を図ることにより、

目標達成も視野に入る状況。
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３. 日本の貨物運送における課題

（出典 ： 全日本トラック協会HPより）

○ 現在、「物流の2024年問題」に直面しており、何も対策をしなかった場合、

トラックの輸送能力が不足することが懸念

○ 解決に向けた対策の１つは、鉄道や内航へのモーダルシフト推進であり、

主要な手段ではないが、航空貨物も代替輸送の1つ

物流需給ギャップの推計 （国土交通省「持続可能な物流の実現に向けた検討会」報告値

第1回検討会の意見に関する報告
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約100万回

４. 周辺空港の動向

○ 羽田･成田の発着枠は、2020年代後半までに年間約100万回まで拡大

（国土交通省 令和6年6月 「第4回羽田発着枠配分基準検討小委員会」 参考資料より）

第1回検討会の意見に関する報告

※  2020年度～：約 83万回/年（1日約2,270回）

→ 2029年度～：約100万回/年（1日約2,740回)【＋1日約470回】
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第1回検討会の意見に関する報告

４. 周辺空港の動向

○ 発着枠拡大に向けて、羽田、成田ともに、空港機能を強化

（国土交通省 令和6年6月 「第4回羽田発着枠配分基準検討小委員会」 参考資料より）


